




























































































































































































































































































































































































































































今まで活動の中で C の他の人へのコメントする力の成長ぶりを見てきた。C へ
のインタービューの中で，Cは活動の中で自分の日本語の力の成長を感じていると
わかった。
インタービュー実施日：2006年 12月 21日
L： 前期は縦と横両方入って，やっぱり今回入って，だんだん自分は支援という
か，コメントの仕方だんだん分かってきたというのはありますか。
C： たぶん，ポイントを中心にコメントするのはできるようになったと思う。人
の文章を読んで，どの部分，色々な質問がありますね，でも，一つずつ聞く
とか，確認とかできないですよね。だから，中心をとらえてコメントをす
る，これは僕はできる。
L： できるようになった？
C： そうですね。色々コメントしているから。そして，もう一つ，そのコメント
に対して，相手がどの文章になる。ただの質問じゃなくて，たぶんこの文章
に対してこれからのいく，進み方向とか，それについてコメントしたいです
ね。足りない部分がもっともっと書けば文章はもっとよくなる。テーマを，
それを相手に知らせて，その部分は。
L： じゃ，今 6βとかのクラスにもそういうふうにコメントをしていますか。
C： そう。そんなことをしています。今は細かいコメントをしなくて，いつも中
心を，いつもひどい
L： ひどい？
C： いつも厳しいコメントをしています。
L： 4βでみんなはやっぱりコメントは厳しいから，それで慣れてきて，他の人
のレポートを見る目も厳しくなるかな。
C： そうね。だって，僕の標準は高いから。たぶん，他の人の文章を見ると，い
つも，もし，僕が書いたら，何がかけますか。そのことを考えていますね。
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僕の場合は国際結婚について何々を考えています。あなたの意見は僕思っ
ているのは何々をする。それは自分が考えて，その違う点を分かってて，そ
の相手を聞きます。だから，自分がもう，自分の考えを持っていてから，相
手の意見を聞きます。そして，相手の答えと自分の答えをもう一度考えて，
もしあったら，それとも，相手はちゃんと説明，説得すればまあ，それはい
い答えです，説得できない場合は，まだまだ。コメントは次々と出てきます
から。
L： それで，なんかだんだん自分も考えて，他の人を説得するために，自分も考
えて，説得できない場合はもっと考えるんですよね。また日本語で表現し
て，そういうやりとりの中で
C： 自分の日本語の力も伸びてます。
L： 伸びてるって感じますか。
C： だって，自分が，相手の意見がいいますよね。それどうやって自分から相手
に自分の考えをわかるようになる。逆にこっちから相手を説得する。その分
からない理由をちゃんといって，そして相手に伝えて，どうして分からな
いのは，その相手を説得して，相手もああ，なるほど，足りないかな。だっ
て，自分のレポートを書いて，僕は完璧だ，説明しなくても大丈夫。そんな
感じがありますよね。でも，こっちは読んで，その足りない部分は，でも，
その足りない部分を相手にちゃんと伝えなければならない。だから，その部
分は工夫しなければならない。その自分の分からない感じを相手に説得する
こと。だって，これは足りない。どうして？なんとなく。それは話にならな
い。それは問題になる。
L： じゃ，この授業を受ける前に，自分はそういう面ではどうですか。相手の文
章を見て，自分の意見を言うとかそういうのは今と比べると，どうですか。
C： 前はできない。前はなんとなく分かる。そして，ちゃんと自分の意見を言え
ない，そして，相手に自分の意見を説得することができない。言いにくい。
たぶん，自分も問題の中心を捉えなかった。でも今はできる。人の文章を読
んで，すぐ中心が分かるから。
L： やっぱり読む力も付いてきたということですか。
C： 考える力。そして，日本語，文章を読んで，考えますね。考えないと，中心
はどこ分からないですね。そして，考えて，その中心点を捉えて問題を考え
ますね。その中心点からの説明が足りるかどうか。そして，たぶん説明しま
す。たぶん，それは横βの訓練と関係します。
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上述のインタビューの中の Cの発言を見ると，彼はこのクラスを通して自分の成
長を実感していることがわかる。つまり，クラスの中で他の人へのコメントする力
の成長は具体的に彼の話の中では「中心をとらえてコメントすることができるよう
になった」，「ただの質問じゃなくて，たぶんこの文章に対してこれからのいく，進
み方向とか，それについてコメントしたいですね。足りない部分がもっともっと書
けば文章はもっとよくなる。テーマを，それを相手に知らせて，その部分は。」と言
うふうに表現された。これは活動の半ばからの彼のコメントの内容と質の特徴に一
致している。それから，他の人のレポートを読んで，コメントをするという活動の
中で彼は自分の日本語の力は確実に伸長してきたと感じた。その部分の発言から，
Cは他者へ自分の意見を言う時に，ちゃんと自分の考えの理由や根拠を示して話す
ことの重要性を活動の中で意識してきたことがわかる。そして，彼自身は活動の中
で自分が意見を言う時に，自分の理由や根拠をきちんと説明してコメントすること
ができるようになったということが彼の話から判明できる。さらに，このクラスで
獲得できた力は他のクラスでの活動にも影響していることがわかる。インタビュー
の中で，Cは「今はいつも細かいコメントをしなくて，いつもひどい，いつも厳し
いコメントをしています」と言うふうに他のクラスでの自分を内省している。「細
かいコメントではなく，ひどい，厳しいコメント」とはつまり文法・語彙などのこ
まごましい形式面から相手の考えや内容などを鋭く追究するようになったと推測で
きる。
3 考察と今後の課題
本稿で分析対象として取り上げた Cさんは活動の最初に「形式へのこだわり」意
識を強く持ち，自分の日本語に自信がなかったが，活動の中で発言も日本語の文
法・文型などに関するものが多かった。それは「形式へのこだわり」意識が強く働
くと，学習者の注目の内容はおのずとことばの形式に行くことが反映されたといえ
よう。それから，活動の進行につれて，Cは他の人とのコミュニケーションの中で
たとえ間違いがあっても意思疎通にそれほど問題がないということ，つまり人と人
とのコミュニケーションが柔軟な表現で支えられていることに気づかされ，彼自身
の「形式へのこだわり」意識が緩んできて，変容した。その変容に伴い，彼はもっ
と自分の考えが他の人に伝わるかどうかに注目し，他者へのコメントも次第に他者
の考えを追究するような内容にシフトしてきた。このようにコメントの質の向上か
ら Cの自己表現力が高まってきたと言い換えることができるだろう。このクラス
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の中で彼は「形式へのこだわり」意識の束縛から解放され，他の人とのコミュニ
ケーションの中で自分の意見を述べるときに，なぜ自分がそう考えるのか自分に向
き合って，ちゃんと自分の意見の理由付けを明確に伝えることができるようになっ
た。このような Cの自己表現力の成長は活動の中で彼の「形式へのこだわり」意識
の変容に関係があると本稿の分析から分かった。
ここでもう一度「形式へのこだわり」意識の変容と自己表現力の獲得との関係性
をまとめてみたい。「形式へのこだわり」意識を過剰に持つと，他者とのコミュニ
ケーションの場で自分の話していることばの形式にとらわれ，自分の言いたいこと
を自由に言えなくなる恐れがある。それは他者とのコミュニケーションを通して人
間関係を構築すると言う日本語学習の目的と反している。「形式へのこだわり」意
識の変容――「自己表現能力＝正しい形式」から「自己表現能力≠正しい形式」へ
と言う意識の変容，つまりコミュニケーションは柔軟な表現で支えられているとい
うことへの気づきによって，正しい形式の束縛から解放される。このような意識の
変容によって，学習者は始めてコミュニケーションの場で形式より重要なのは自分
の考えをきちんと他者に伝えることだと言うことに気づかされ，日本語で他者に自
分の意見を伝える時に，自らの意見の理由付けや根拠を真剣に考え，伝える力――
自己表現力を獲得していくことができるようになる。要するに，「形式へのこだわ
り」意識の変容は自己表現力の獲得につながるものである。
今後の課題としては「形式へのこだわり」意識の変容と自己表現力の獲得との関
係性をさらに検証するには意識の変容が C のレポートの執筆への影響，つまりレ
ポートの質的な変化を詳しく分析する必要がある。
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